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井原市教育委員会１０月定例会会議録【公開用】 

 

１．招   集 令和元年１０月１８日(金) 

２．開   会 令和元年１０月３０日(水)１３時３０分 

３．閉   会 令和元年１０月３０日(水)１７時２０分 

４．会議の場所 井原市役所４０３会議室 

５．出席又は欠席した委員 

    出席委員  教  育  長  伊 藤 祐二郎 

          教育長職務代理  藤 井 秀 彦 

          委     員  奥 田 隆 夫 

          委     員  佐 藤 和 代 

委     員  西 田 友 美 

    欠席委員  なし 

６．会議に出席した職員 

 北村教育次長 今井学校教育課長 三宅生涯学習課長 谷本文化課長 

立花スポーツ課長 津組教育総務課長補佐 

７．教育長が告示した議題 

附議事項 

【議 案】 

議案第１９号 井原市文化部活動の在り方に関する方針について 

議案第２０号 井原市立学校の教育職員の勤務時間の上限に関する方針について 

【協 議】 

平成３０年度井原市教育委員会事務事業評価について 

８．傍聴者 なし 

９．議 事 

（１）開  会 

・伊藤教育長が開会を宣言 

定刻が参りましたので１０月定例会を開会いたします。 

田中苑の櫂の木が、だんだんと色付きはじめてまいりました。 

本日は平成３０年度の事務事業の評価を議題としており、量がございますのでよろしく

お願いいたします。 

（２）前回会議録の承認・公開について 

【伊藤教育長】前回会議録の承認、公開について、事務局から説明をお願いします。 

【津組教育総務課長補佐】前回９月定例会の会議録につきましては、既にご確認をいただ

いております。本会議終了後にご署名をいただきますので、よろしくお願いいたします。 
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 なお、９月定例会の議事録につきましては、全て公開といたします。以上です。 

【伊藤教育長】事務局からの説明に、ご異議はございませんか。 

― 全会一致で承認 ― 

【伊藤教育長】ご異議なしということで、処理させていただきます。 

 

（３）教育長の報告事項 

【伊藤教育長】私の方で資料を用意させていただいております。 

― 資料「渋沢栄一」により説明 ― 

令和３年大河ドラマに決定した渋沢栄一と井原市の関係について。 

渋沢栄一は、一橋家の家臣となり、農兵を集めるため領地であった備中国西江原村（現

井原市）を訪れた。興譲館初代館長阪谷朗盧と語り合い、親交を深め、農兵募集は大成

功をおさめ、慶喜に認められることとなる。 

井原は渋沢栄一にとって世に出るきっかけの地であった。 

 

（４）議  事 

附議事項 

【議 案】 

□議案第１９号 井原市文化部活動の在り方に関する方針について 

【伊藤教育長】では、これより議事に移ります。最初に、議案第１９号井原市文化部活動の

在り方に関する方針についてを議題とします。事務局より説明をお願いします。 

【今井学校教育課長】それでは、議案第１９号の説明を申し上げます。 

― 議案読み上げ ― 

昨年１０月に、本市の公立中学校及び高等学校における運動部活動に係る方針を定め

ていますが、文化部活動についても同様の方針を定めるものです。 

内容としては、休養日の設定基準を示しており、中学校では、週当たり２日以上の休

養日を設ける、土曜及び日曜日は少なくとも１日以上を休養日とする。１日の活動時間

は、長くとも平日では２時間程度、学校の休業日は３時間程度とし、できるだけ短時間

に、合理的かつ効率的・効果的な活動を行うこととしています。 

高等学校の休養日の基準については、原則中学校と同じ内容としていますが、中学校

教育の基礎の上に多様な教育が行われている点に留意し、週当たり２日以上の休養日の

設定が困難な場合は、少なくとも週当たり１日以上の休養日を設けることとし、その際

は、学校の部活動の実態に応じ適切に設定することとしています。 

【伊藤教育長】ご意見、ご質問はありませんか。 

【佐藤委員】方針を学校内だけでなく、保護者の方にも周知する必要があると思いますが。 

【今井学校教育課長】教育委員会のホームページにより広く周知を行います。また、学校便
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りなどを通じて保護者の方にお知らせしていきたいと思います。 

【伊藤教育長】他にご質問がないようですので、お諮りします。議案第１９号は、原案どお

り可決してよろしいでしょうか。 

― 全会一致で承認 ― 

【伊藤教育長】ご異議ないようですので、議案第１９号は原案どおり可決しました。 

 

□議案第２０号 井原市立学校の教育職員の勤務時間の上限に関する方針について 

【伊藤教育長】次に、議案第２０号井原市立学校の教育職員の勤務時間の上限に関する方針

についてを議題とします。事務局より説明をお願いします。 

【今井学校教育課長】それでは、議案第２０号の説明を申し上げます。 

― 議案読み上げ ― 

現在、学校や子どもたちを取り巻く環境が多様化・複雑化している中で、教育職員の

長時間にわたる時間外業務が常態化しています。 

こうした中、文部科学省は、「公立学校の教師の勤務時間の上限に関するガイドライ

ン」を策定し、服務監督権者である各教育委員会に対し、本ガイドラインを参考に所管

内の公立学校の教育職員の勤務時間の上限に関する方針を策定するよう求めています。 

これを受け井原市教育委員会は、「井原市立学校の教職員の勤務時間の上限に関する

方針」を策定し、市立学校における教育職員のいわゆる「超勤４項目」以外の業務も含

めて勤務時間の把握を行い、業務の削減や勤務環境の整備を図るものである。 

勤務時間の上限の目安としては、教育職員が校園内にいる在校等時間の１か月の総時

間から、岡山県及び井原市条例で定められた勤務時間の総時間を減じた時間が４５時間

を超えないようにすること。また、１年間の在校等時間の総時間から条例等で定められ

た勤務時間の総時間を減じた時間が、３６０時間を超えないようにすることと、してい

ます。 

【伊藤教育長】ご意見、ご質問はありませんか。 

【佐藤委員】校務支援システムを導入していますが、業務改善に効果はあがっていますか。 

【今井学校教育課長】年々、多様化・煩雑化する学校事務を、校務支援システム導入前は、

教職員の手書きや汎用の表計算ソフトなどにより行っていましたが、校務支援システム

を導入することにより、一度入力した名簿情報、出欠、成績等のデータは、通知表・出

席簿・指導要録・調査書・学校日誌等の諸帳票の該当項目に自動で反映されるため、転

記作業の負担が軽減されるなど、校務処理の効率化が図られ、教職員の事務作業の労力

軽減につながっています。 

【伊藤教育長】校務支援システムによる改善と併せて、教職員の業務量自体の削減にも取り

組む必要があります。保護者や地域の理解を得ながら進めて行きたいと考えています 

【奥田委員】学校の仕事量を減らしていかないと教員の働き方は変わらないと思います。働
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き方改革がこれほど叫ばれる中にあっても、部活動を抱える中学校教員の勤務状況は改

善されていません。 

小学校については、特に、いろいろな行事の見直しが必要ではないかと考えています。

地域の理解と協力をお願いして行く必要があります。 

【藤井職務代理】学校によって勤務状況に差がありますか。 

【今井学校教育課長】学校によっても差がありますが、小学校と中学校の差が顕著です。 

【藤井職務代理】学校間の差については分析をお願いします。 

【伊藤教育長】他にご質問がないようですので、お諮りします。議案第２０号は、原案どお

り可決してよろしいでしょうか。 

― 全会一致で承認 ― 

【伊藤教育長】ご異議ないようですので、議案第２０号は原案どおり可決しました。 

 

【協 議】 

□平成３０年度井原市教育委員会事務事業評価について 

【伊藤教育長】次に、協議事項に移ります。平成３０年度井原市教育委員会事務事業評価に

ついてを議題とします。事務局より説明をお願いします。 

【北村教育次長】それでは、事前にお送りしております資料をご用意ください。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条第１項の規定により、教育委員会

は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければな

らない。とされており、同条第２項において、点検及び評価を行うに当たっては、教育

に関し学識経験を有する者の知見の活用を図るもの、とされております。 

井原市教育委員会事務事業第三者委員会を後日開催し、事業の評価をいただくことと

なりますが、本日は評価委員会へ提出する平成３０年度に取り組んだ、主に教育行政重

点施策に掲げる事務事業に対する点検・評価についてご協議いただきたいと考えており

ます。 

～ 事務事業評価報告書により実施事業・自己評価を説明、その後質疑 ～ 

 

【伊藤教育長】長時間のご協議ありがとうございました。ご意見のあった事項につきまして

は、事務局に修正を一任していただき、評価委員会へ提出することとしてよろしいでし

ょうか。 

― 全会一致で承認 ― 

【伊藤教育長】ご異議なしということで、そのように処理させていただきます。 

 

以上で、予定しておりました議事は、全て終了いたしました。 
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（５）そ の 他 

【伊藤教育長】その他として、委員のみなさんから何かございますか。 

【伊藤教育長】特にないようですので、事務局から何かありますか。 

【津組教育総務課長補佐】本日審議いただきました内容につきましては、全て公開すること

として会議録を作成いたしますが、公開の可否については次回定例会で承認をいただき

たいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

― 各担当課長から教育委員会令和元年１１月行事予定表により行事予定を説明 ― 

― １１月定例会を１１月２２日金曜日午後３時から、４０２会議室で開催 ― 

 

（６）閉  会 

【伊藤教育長】以上を持ちまして、１０月定例会を閉会いたします。委員のみなさま、本日

はありがとうございました。 

 


